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Abstract

Since　the　mid1990’s，Institute　of　Egyptology，Waseda　University，has　excavated　the　New

Kingdom　necropolis　hewly　discovered　at　the　site　of　Dahshur　North，1ocated　within　the

pyramid　zone　of　Egypt．In　the　study　of　Memphite　necropo1is　formation　during　the　New

Kingdom　period　on1y　the　Saqqara　area　has　been　discussed，and　therefore，our　discove㎎in

Dahshur　North　encourages　further　discussion　in　the　fie1d　ofEgypto1ogy．Free－standing　tombs

with　superstructures　and　shafts　contained　objects　dated　to　the　Post－Amama　period，which

suggests　that　Memphis　had　recovered　its　po1itica1importance　after　the　end　of　the　Amarna

period，and　a1so　that　the　formation　and　use　ofthe　necropolis　at　Dahshur　are　the　same　as　in

the　south　area　at　Saqqara．Therefore，the　resu1ts　of　our　research　have　proved　that　the　area

extending　more　than5km　south　from　Saqqara　to　Dahshur　must　be　reconsidered．Moreover，

the　who1e　desert　area　between　both　necropolises　wi1l　be　re1ated　to　the　Memphite　city

boundary，which　may　assist　the　study　of　New　Kingdom　city　p1anning，as　exemp1ified　by

Thebes　and　Amarna．
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エジプト ダハシュール北遺跡における早大隊の考古学調査

はじめに

　早稲田大学エジプト調査隊1は、90年代の半ば

にメンフィス地域の砂漠域において、人口衛星の

画像を用いた遺跡の分布調査を行った（図1）。そ

の結果、ピラミッド地域として著名なダハシュー

ルで新王国時代の墓地が発見された。ダハシュー

ルは長く軍事基地として一般の立ち入りが禁じら

れていたため、本例が初めての本格的な科学的調

査となった。

　予備調査の結果、ダハシュール北遺跡の丘陵部

には、200～300基のシャフトが分布していること

が推測された。発掘調査は1997年3月に丘陵部の

南端から始まり、2002年4月までの5年間に、総

計8回の発掘調査が行われ、6800㎡が調査対象と

なった。その結果、調査区には、上部構造を有し

ていたと推測される2基の神殿型平地墓と、この

周囲に26基のシャフトが分布していることが判明

した2（図2）。

　そこで本稿では、まず当該地域における先行研

究の概要を述べ、次に5年間のダハシュール北遺

跡発掘調査でみつかった遺構と遺物の全容を振り

返り、年代的な位置付けを明確にしたい。そして、

ダハシュール北遺跡の墳墓の所有者と墓地の造営

背景を推測することによって、早稲田大学の調査

が、1990年代半ばまでのメンフィス地域の新王国

時代墓地研究史に新たにどのような知見を与えた

か、その成果を明らかにしてみたい。

1．メンフィス地域における新王国時代墓地の先

　行研究

　メンフィス地域は、ピラミッドで著名であるが、

当時の都市遺構は厚い沃土に埋もれているために、

その痕跡は明瞭ではない。新王国時代以降に形成

された都市に関しては、19世紀末のペトリーの発

掘を端緒に、その後に続けられた考古学調査の成

果と、ギリシャ・ローマ時代の記述をすりあわせ

て復元が進んだところにこの都市の特徴がある3。

その結果、現在は3kmほど東にあるナイルが、往

時はメンフィスに接して流れていたこと、メン

フィスの都市内部はプタハ神殿に関わる神殿群を

中心として、王宮、役所、軍事施設、職人の仕事

場、一般居住区などが複雑な構成をしていること

が推測されるようになったが、メンフィスの中核

一1997年～2002年の発掘調査から一

部分を占めた神殿配置は不明な部分が多いため、

テーべやアマルナなどの新王国時代を代表する都

市よりその構造研究が遅れてきた経緯がある4。

　このメンフィスの地の西側にある砂漠地帯では、

既に19世紀半ばにレプシウスによって遺跡分布調

査が行われた歴史をもつが、現在ではそれらの中

には位置さえも不明になっている墓（Lost
Tomb）がある。1970年代の半ばからは、イギリ

ス・オランダ合同調査隊が、サッカラのウナス参

道南側（図1：A地区）において調査を開始し、

学史から消えていた墳墓など多数の重要な神殿型

平地墓を発見した5。ここは古王国時代の墓地が

再利用された地であり、第18王朝末のツタンカー

メン王の宝物庫長を務めたマヤ6や、ツタンカー

メン王の時代の軍人でやがて王となるホルエムヘ

ブ7、さらにはラメセス2世時代のティア8などの

高級官僚の墓地がみつかったために、新王国時代

にはテーべのみならず、メンフィス地域において

も、重要な墓地造営活動が営まれていたことが判

明した。やがて1980年代後半に、同地でエジプト

調査隊が発掘した地点からは、第19王朝時代の広

大な墓地がみつかったために、ウナス王参道の南

側一帯が、ラメセス諸王の時代にまで利用されて

いたことは確実となった9。

　またサッカラでは、ジェセル王の階段ピラミッ

ドの北東にあたる崖（図1：B地区）が新王国時

代のもう一っの重要な墓地である。1980年代から

同地で調査を行ったフランス調査隊は、新王国時

代の岩窟墓を発見し、第18王朝でも最も早期に開

発された墓地である可能性が得られたlo。さらに

北側の崖際には、ラメセス朝時代の軍事官僚の岩

窟墓が発見されため、崖がまわりこむ一帯は第19

王朝初期まで利用されたと考えられた。B地区に

は、さらにテティ王のピラミッドの東側に広がる

新王国時代墳墓がある。ここは20世紀の前半以来、

欧米の調査隊やエジプト政府が調査を行ってきた

場所であり、いくつかの神殿型平地墓もみられた

が、中心は多数の単純埋葬墓であり、比較的身分

の低い人々の墓地と推測されたll。

　ダハシュールに関しては、これまで、第4王朝

スネフェル王の屈折ピラミッドの河岸神殿周辺な

どで、新王国時代の活動の痕跡が散見されること

などの点は報告されていたがI2、早大隊の調査は、
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エジプト ダハシュール北遺跡における早大隊の考古学調査

神殿型平地墓を含む広大な墓地の存在を明らかに

した初めての例となった。サッカラでは、神殿型

平地墓の全てがツタンカーメン王の治世以後に位

置づけられるために、ダハシュール北遺跡の出土

遺構は、特にウナス王参道の南側に広く分布する

神殿型平地墓群との深い関運性が考えられ、同タ

イプの墳墓が現れ始める時代から歴史的背景を検

討することが重要な研究課題となった13。

2．ダハシュール北遺跡の出土遺構と出土遺物

　1）出土遺構
　①イパイの墓（図2，3）：イパイの墓は、長軸

約47mを測り、最前面には、第1中庭に至るため

の斜路、もしくは緩やかな階段であったと思われ

るアプローチが取りつけられている。第1中庭は、

第2中庭とともに盛土によって人工的に床高が上

げられており、第1中庭では小さなシャフトが見

っかった。第2中庭の北東隅には石灰岩の敷石が

一部残存していたが、列柱が立っていたことを示

す痕跡はみつからなかった。この第2中庭の中央

から、地下に通じるシャフト（シャフトA）が発

見された。第2中庭の西側には、中庭の床高より

低い位置に礼拝室と双方の側室の壁体が残存する

が、これらは基礎部分であり、建造当初の予定で

はさらに高く壁体を立ち上げ、その上に床を形成

しようとしたものと考えられた14。

　第2中庭に設けられたシャフトでは、強固な岩

盤に到達するまでの間、シャフトの内壁には石灰

岩板が積まれており、南北の壁にはシャフトの幅

を広げるために広い面積にわたって掘り窪めよう

とした荒い襲跡が認められた。地下の部屋に残さ

れた掘削痕からは、A室からぐるりとまわりこん

でE室に至る諸室が当初計画された部屋であり、

F室とG室は後に付け加えられたと判断された。

後述するように、イパイの墓から取り上げられた

遺物からは、同墳墓が18王朝末から第19王朝初に

かけて利用されたものであると考えられていたた

め、F室とG室はこの年代の中でも後期の部分に

関わるものと推測された。

　イパイの地下の一番奥まった所にある第2層の

部屋（H室）からは、花闇岩製の棺が発見された（写

真1）。棺は既に盗掘を受けていたが、棺の内部か

らみつかったシャブティに刻まれた碑銘や棺に描

一1997年～2002年の発掘調査から一

かれた彩画などから、「王の執事、書記物一rρr∫ぷ一

〃㎜」の肩書きを有するメスという人物に所属す

ることが判明した（写真2，3）。棺の顔面周辺は

丁寧に掘りこまれていたものの、他の部分には当

初の予定を変更した痕跡がみっかり、急場でここ

に運び込まれたものと考えられた。

　②イパイの墓の前身建物：イパイの墓では、第

2中庭の直下から前身建物がみつかった。建物は

イパイの墓の3分の1程度であり、軸線はイパイ

の墓と若干異なっていた。建物には礼拝室や奥室

があるが、最前面に導入路は有していないようで

あった。中庭ではシャフトの石組みが発見された

が、シャフト自体は未完成であった。イパイの墓

が、この前身建物の存在を知りつつ、その上にか

ぶさるように建造されたことは、壁体基礎の築造

状況から明らかであった。

　③パシェドゥの墓（図2，4）：パシェドゥの墓

は、長軸が約21mを測り、イパイの墓の半分ほど

の規模であった。墓には、中庭の奥に礼拝室が設

けられていたが、イパイの墓のような前面のアプ

ローチが作られず、かわりに幕壁を有するポル

ティコを配し15、礼拝室の後ろ側には小ピラミッ

ドが作られていたことが判明した。小ピラミッド

は完全に破壊されていたが、破片で取り上げられ

た珪岩製のピラミディオンからは、小ピラミッド

が1辺4．5m程の規模であったことが窺われ、ピ

ラミディオンに刻まれた碑文からは、この墓がパ

シェドゥという人物によって建てられたことが判

明した16（写真4）。

　パシェドゥの墓の中庭にはシャフトが作られて

おり、深度はおよそ10mを測った。地下には、西

側に4室（A室～D室）、東側に1室が作られてい

た。このシャフトは、大規模な盗掘を受けていた

ために、埋葬に関する遺物は殆ど取り上げられな

かったが、D室の最奥部から床面に作られた箱型

の石棺がみつかり、同様の出土例から考えて、こ

の棺の埋葬が第19王朝初期に位置付けられると推

測された17（写真5）。

　④その他のシャフト：予備調査では、調査対象

の丘陵に分布する多数のシャフトのうち、15基に

関して既に撹乱されていることを確認し（シャフ

ト1～I5）、発掘調査で新たにみつかったシャフト

には16より番号をつけ、5年間の調査でシャフト
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39までを数えた。したがって本稿では、シャフト

16～39までの24基に加え、上記の撹乱墓のうち、

調査を行ったシャフト13，14の2基を加えた、総

計26基を対象としている。これらの殆どにおいて

は、明確な上部構造が確認されず、軸線の方向も

南北方向と東西方向を指向するものがさまざまに

みられた。また16基はシャフトの掘削が未完成で

あつた。

⑤単純埋葬墓：単純埋葬の痕跡は調査区の全体

でみられたが、特にイパイの墓の西側地区で40基

ほどの単純埋葬墓が集中して分布していた。これ

らの墓は、地山の礫を穿ったもので、軸線は一定

ではなく、男性と女性、成人と子供などさまざま

な遺体が含まれていた。遺体は一般的に葦あるい

は椰子で包まれるが、日乾煉瓦が用いられたり、

木棺に埋葬されるものもあった。多くの例が副葬

品を持たない質素な埋葬であるが、青銅の指輸が

はめられていたり、象牙製の耳輪や木製のパレッ

トなどの副葬品を有するものなどもみられた。

2）出土遺物

　①土器と容器類：シルト陶土とマール陶土の土

器が各墓から出土し、さまざまな器種の存在が確

認され（写真6）18、新王国時代を特徴づける青色

顔料や赤色顔料を施したものもみられた。またイ

パイの墓からは、ミケーネ地域の赤色彩文壷が出

土した19。壷型土器の封泥は多数出土したが、シャ

フト17出土の封泥には、ツタンカーメン王の銘が

押されていた20（図5－3）。土器以外には、ファ

イアンス製やアラバスター製のカノプス壷が多数

みつかった（写真7）。イパイの墓から出土したカ

ノプス壷の胴部片には、「厩の監督官メス物一r

∫∫舳」の碑文を持つものがあった。またシャフト

14から出土したアラバスター製の小壷は、丸い胴

と外側にせり出した口をもち、表面が精巧に磨か

れていた2I（写真8）。

　②装身具：指輸は、イパイの墓から、飾り面に

ロータスをあしらったもの22（写真9）やツタンカ

ーメン王（肋一伽川一r『）と王妃アンケセナーメン

（舳一5一〃伽η）の名をもつファイアンス製指輸など

がみつかった（図5－4，5）。シャフト27からは、

ウジャトをあしらった轟瑠の飾り面と金製のリン

グをもつ指輸が出土し23（写真10）、イパイの墓か

らはラメセス2世（wjlr一閉外r㌧吻一〃一〆）の名を持

一1997年～2002年の発掘調査から一

っファイアンス製スカラベが出土した（図5－6）。

襟飾りは、ひな菊の花と椰子などの果実を象った

ファイァンス製ビーズがつなぎ合わされ、両端に

ファイアンス製の飾り留めをもっ5連の襟飾りに

復元された襟飾り24が、シャフト17から出土した

（写真11）。

　③遣具、家具：シャフト13から出土したアラバ

スター製の化粧用皿は、鏡の形を模したもので、

表面が精巧に磨かれていた25（写真12）。シャフト

27から出土したセネトと呼ばれる象牙製のゲーム

盤には遊戯面と引き出しがあり、円錐形と鼓形の

二種類のコマと動物の踵角から作られたサイコロ

もみつかった26（写真13）。木製枕もシャフト27よ

り出土したもので、正面にはアメンエムオペトの

銘文があり、支柱にはベス神とトゥエリス神が線

刻で描かれていた27（写真14）。シャフト13から出

土したアラバスター製の化粧用皿は、鏡の形を模

したもので、表面が精巧に磨かれていた28。これ

ら道具や家具の扉部分を封じた封泥がイパイの墓

やシャフト27から出土し、後ろ手に縛られた「九

人の捕虜」の図柄がみられた29。

　④シャブティ、彫像：イパイの墓のシャフトと

地下第1層の地下室からは、メス、フイ、アメン

カウ、パシェドゥ、アメンエムオペトなどの名を

もつ多数のシャブティが出土した30（写真15，16）。

前述したイパイの墓の石棺から出土した砂岩製

シャブティは、ヌビア頭巾を被った姿をしており、

キルト周りに石棺の所有者メスの名と称号がみら

れた31。また石棺の内部と周囲には、メスの名を

もつ着衣型のものや、表面にビチュメンが塗られ

た木製のものなど、多数のシャブティがあった32。

シャフト23～25からは、ケンティケティヘテプ、

ヘヌウトミラー、ピプイなどの名をもつ多数の

シャブティが出土した。

　⑤棺：イパイの墓では、地下第1層のE室周辺

で、火を受けた多数の木棺片が出土した。シャフ

ト21から出土した木棺は、ビチュメンが施された

上に、黄色顔料によって装飾が施されていた33。

シャフト23，24で出土した木棺には、棺の顔部分

が残存している例がみられ、眼部分にはガラスの

象眼が施されていた（写真17）。シャフト23から出

土した土製棺は、棺の上半身部分がはめこみ式の

蓋になっており、人面が表現されていた34。
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　⑥ステラ：シャフト17から出土した矩形のステ

ラには、中央上部にネイト大司祭のプタハエム

ウィアと彼の妻で王の乳母ナイトがオシリス神を

礼拝する姿が、下段には夫妻に香と供物を捧げる

彼らの息子のイイとフイの姿が描かれ、図像はア

マルナ美術が登場する以前の特徴を有していた。

シャフト39出土のステラは、上段にはパシェドゥ

と妻フイが、オシリスとイシスに奉献する場面が

あり、下段にはパシェドゥのミイラに清めの儀式

を行う3人の息子が描かれている。パシェドゥに

哀悼の意を表して立ち並ぶ2番目の人物は、「厩の

監督官」の称号をもっメスと記されていた（写真

18）。イパイの墓の南から出土したステラの上面に

は、「王の書記、執事、彼に愛されし者、イピ伽，

∫ぷ一〃∫〃（朋η，附ヱ物一rρr」が、玉座に座するオシ

リス神とその背後のイシス神とネフティス神に供

物を捧げる場面があり、下段には、イピと向き合う

息子や娘など4人の家族が描かれていた35。

　⑦レリーフと建材：イパイの墓のシャフト底部

には多数のレリーフが投げ込まれており、その中

には、礼拝姿勢をとる高官や神官が建物の前に立

ち並ぶモチーフ（写真19）や、パピルスをもつ人

物と動物が描かれたものがあった。また黄金の

ネックレスを拝受する貴人のモチーフなどもみら

れることから、これらは総合して、王が臣下に褒

美を授与する「出現の窓」を構成していたものと

恩われ36、ホルエムヘブ王のカルトゥーシュをも

つものもみられた。

3．資料の位置付けと成果の総含

　調査地区に関わる総体の編年上の大枠を示唆す

るのは、イパイの墓から取り上げられた遺物であ

る。イパイの名は、「オシリス、王の書記イパイ、

声正しき者w∫か∫ぷ一”舳棚⊂ク〃」（図5－1）ある

いは「（二国の主に）愛されし、王の真の書記、王

の執事、両手の清き者、イパイ、声正しき者∫ぷ一

㎜舳棚「㎜げ泌呈一π∫wポWゆ；ツ洲；⊂タ㎜」（図5－2）

という2種類のスタンプから確認されたが、イパ

イの埋葬はみつからなかったため、同人物像に迫

る手がかりはなかった。イパイという名と、ステ

ラでみられたイピとの関連も、現段階では不明で

ある。シャフトに用いられた切り石の規格から、

建造の時期は、アマルナ建造物の石材が積極的に

用いられた時代を推測させた3？。レリーフにはホ

ルエムヘブの墓と類似した場面がみられる点や、

ホルエムヘブ王のカルトゥーシュがみられたこと

は、このことを示唆していると思われる。

　出土遺物は、前章の出土例の検討で記したよう

に、土器からレリーフに至るまでの殆ど全ての遺

物において、ポスト・アマルナ時代の強い影響が

みられたが、特に指輸やスカラベなどの装身具や

土器の封泥などに押されたツタンカーメン王とラ

メセス2世の名は、イパイの墓が利用された年代

が、第18王朝末から第19王朝初期にわたることを

具体的に示すものとなった。さらに石棺の周辺か

〃
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ら出土した土器には「治世7年、ワイン、、．．ラメ

セス・メリアメン閉μ一Ψ7卵＿r⊂㎜∫一w一㎜リー肋〃」

（図5－7）と記され、石棺の埋葬を行ったメスが

ラメセス2世の治世の高官であると推測されたた

めに、ダハシュール北遺跡の墓地ではラメセス諸

王の時代に至るまで、前時代の墓地を再利用する

なども含めて、有力者の埋葬が行われていたこと

は確実となった。さらに、イパイの墓の南では、

地下にラメセス2世頃に位置付けられる箱式石棺

を有するパシェドゥの墓がみつかったため、丘陵

の最南端のエリアは、第19王朝初期の活発な墓地

造営活動の痕跡を残す場であると考えられた。

　しかしながら、これらの埋葬を行ったメスやパ

シェドゥの人物像に関しては、いまだ不明な点が

多い。メスの名前に関しては、カノプス壷やシャ

ブティで確認されており、中には「厩の監督官」

の称号をもつものがあり、またステラにはパシェ

ドゥという人物の息子にメスの名が読み取られた

ため、二者の関連が注目されたが、このステラで

はパシェドゥの人物像自体が不明であるという問

題と関わることもあって、全体像は明らかではな

い。またピラミディオンを戴く墓を有したパシェ

ドゥに関しても、イパイの墓とその周辺のシャフ

トから出土したシャブティ、ステラ、レリーフな

どからは、「王の執事物一rρr」「門の監督官物一

r川ツτ」「下エジプト王の印綬持ち∫4柳わ如「王

の右の扇持ちβツー少伽w〃〃〃〃舳」など、パシェ

ドゥという人物に関連する称号がいくつか得られ

ているため、これらはパシェドゥの人物像に関わ

る資料となる可能性がある。

　ダハシュール北遺跡における墓地造営活動の具

体的年代に関しては、まず形成期の墳墓として、

第18王朝末に特徴的な石製容器、胸飾りなどの装

身具、化粧皿・枕・ゲーム盤などの道具類などを

有していたシャフト13，14，17，27などが候補と

してあげられ、これらは概ねイパイの墓の東側と

北西側に位置する。一方、第19王朝に特徴的なシャ

ブティに特徴付けられるシャフト23，24，25など

が後期に関わる群として推測され、これらのシャ

フトはイパイの墓の礼拝室西側に位置する。形成

期に関しては、若干ではあるが、中王国時代のビ

ーズやトトメス3世やアメンヘテプ3世の名を持

つスカラベなども出土しているためにヨ呂、ツタン

第1号2004年

カーメン王の治世に先立つ時代から、墓地が形成

されていたことを視野に入れておく必要がある。

また後期の群に関しては、イパイの墓のE室周辺

や、イパイの墓の西側に点在するシャフトの利用

年代に対して、シャブティ資料が示唆する第19王

朝時代から、土製棺が示す第3中問期以後の時代

を考えていく必要がある。

　単純埋葬は、一般的に年代資料を持たないため

に、編年の細部を位置付けることはできないが、

これまでの出土状況を総合的に観察すると、新王

国時代から、シャフトを持つ墓の埋葬と並行して、

質素な埋葬があったことが推測される。単純埋葬

が集中的に分布する背景に関しては、イパイの墓

という大型墳墓の礼拝室の西側の、丘陵の標高が

低くなった斜面で多数の単純埋葬がみつかった点

は大いに興味深く、階層による墓地の分布のあり

方がサッカラの事例39などと併せてより明確にな

る可能性がある。

おわりに

　ダハシュールは、ピラミッド・ゾーンとしてそ

の名を馳せてきたために、早稲田大学調査隊によ

る新王国時代の墓地の発見は、エジプト考古学の

領域の中でも、特に新王国時代のメンフィスの墓

地研究分野にたいへん強い関心を呼んだ。私たち

は、これまでサッカラの墓地に隈られていた視点

を、さらに5㎞南のダハシュールの地にまで視野

を広げて、アマルナ時代以後に形成された墓地の

問題を再考するべき点を提唱したのである。2001

年にカイロで行われた国際エジプト学者会議にお

いては、ダハシュール北遺跡の調査を踏まえた近

年の研究成果の総合が試みられ、活発な討議が行

われることになった4o。

　当該の時代に、メンフィスが重要な行政拠点に

復帰していったことは、出土遺構と出土遺物から

明らかであり、この歴史的背景を探求していくた

めには、サッカラやメンフィス以外の地域におけ

る当該の比較事例とも総合して考えていく必要が

ある。メンフィス地域は、ピラミッドという象徴

的な建造物を有する一方で、ナイルの河道変遷と

氾濫沃土の堆積が都市に大きな影響を与えた地で

もあるために、都市と墓地との関わりが分り難い

という一面も有している。したがって、ピラミッ
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ド時代のメンフィスは現在もその位置が確定され

ず、新王国時代の都市構造に関しても、テーべや

アマルナなどと比較して遅れをとっているように

見受けられる。しかし古代エジプトの墓地の領域

は、都市の神域と深い関わりがあることが想定さ

れるために、今後、同地に比較的豊富に残る新王

国時代以後の資料なども利用しつつ、都市と墓地

を包括したメンフィス地域の研究を開始していけ

ればと思っている。
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